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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 
 

氏 名
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論文題目
T i t l e

 中国四川の客家の創出に関する文化人類学的研究――成都市龍泉驛区洛帯鎮に

おける儀礼と慣習の分析から―― 
 

本論文の目的は、中国四川省の客家を対象とし、客家という意識がどのように地域社会

に浸透し、人びとのアイデンティティに影響を与えたかを明らかにすることである。客家

とは、漢民族を構成する一集団であるが、そのエスニックグループとしての形成や分布、

文化的特徴、集団意識が注目され、研究が蓄積されてきた。四川省客家の研究は、近年の

観光開発や政府の文化政策の影響を受け、その動態が注目されてきたにもかかわらず、中

国東南部などにくらべて、フィールドワークにもとづき現地の状況を詳細に分析した文化

人類学的な研究が手薄であった。申請者である星野は、四川省成都市洛帯鎮の「土広東」

と自称してきた人びとを対象に、1990 年代から進む客家文化を用いた観光地化、客家文化

の表象、客家研究拠点の設立、客家の組織化と世界客家大会の招致など、客家なるものが

創出されるプロセスを、長期間にわたるフィールドワークで調査し、明らかにした。  
本論文は序章と終章を含めた全７章で構成されている。序章では研究の目的を示し、先

行研究の整理を通して、これまでの客家研究の地域的な偏り、アプリオリな客家イメージ

から脱却する必要性が批判的に論証され、本研究の中心となるアイデンティティ形成のプ

ロセス分析の重要性が説かれる。第１章では、欧米のキリスト教宣教師によって客家と呼

ばれた人びとが注目されてきた先行研究をふまえ、1940 年代に「客家」と「土広東」とい

う言葉が方言や民族集団を意味する言葉として併記されてきたことを明らかにした。第２

章から第５章は現地調査で得られた民族誌データにもとづき、観光開発や外部からもたら

された種々の変化によって、客家としての文化表象の選択が進展していること（第２章）、

研究者や当該地域に特別の関心を抱いた個人、マス・メディアが注目した有力な一族の系

譜ならびに祖先祭祀活動が経年変化し、自らの出自に対して客家意識が顕在化しているこ

と（第３章、第４章）、地域社会で継承されてきた年中行事や民間医療等の実践では、「土

広東」と客家を必ずしも弁別せず曖昧性を保ちながら暮らしていること（第５章）を論証

した。終章では、各章の議論をふまえたうえで、研究者や当該地域に特別の関心を抱いた

個人の活動、政策の変化、国際的な広がりを持つ客家組織との交流、観光経済活動のなか

で、現地の人びとのアイデンティティのあり方が変化していることを「客家」の創出とし

て結論づけた。  
本論文の優れた点の１つは、これまで焦点があまり当てられて来なかった四川省客家を

取り上げ、地域的な偏りのあった客家研究の相対化を試みたことである。海外移住先や広

東省、福建省における「客家であること」を前提とした、客家アイデンティティの形成に

関する従来の研究では、元来の居住地を離れた人びとが、移住地の新たな環境において客

家としての我々意識を獲得していくプロセスが注目されてきた。それに対して本論文では、



当事者の移動が契機となったのではなく、外部からもたらされた種々の変化によって、客

家としての文化表象の選択が進展することが、具体的な民族誌データの分析から明快に示

されている。これは、客家のエスニシティのありかたが新たな局面に移行しつつあるとい

うことも如実に示しており、現代中国の社会状況を考察する手がかりを提供するとともに、

その重層性や流動性、可塑性を巡って議論がなされてきたエスニシティ論に対しても一定

の貢献を果たしたと言える。  
また、ある特定の親族集団を中心とした祭祀が、村落、鎮政府などの資金や資源が利用

され、「客家」というアイデンティティを強化するかたちに再構成されるプロセスの検証を

通して、現在の中国社会におけるエスニックグループの文化がいかに構築されつつあるの

かを的確に示した。これは客家にとどまらず、広く現代中国における民族的文化のゆくへ

を示す洞察となっている。  
一方で、対象とした一族や地域の歴史を遡り、近年の変化の議論へと繋げようとしてい

るが、歴史的分析に関しては掘り下げが足りず、当該地域の「客家」とされる人びとの歴

史的輪郭を描く作業が尽くされたとは言えない。また、異なる人びとの語りや実践から描

くことや、事例を複数の文脈に位置づけて分析することで、より綿密な議論が行えた部分

も散見される。加えて、各章で論じたことが客家研究だけでなく、エスニシティ研究やア

イデンティティ研究、文化人類学的な開発研究の議論とどのように接合可能かについても

論じる余地は残されていたであろう。  
とはいえ、本研究で申請者が調査・分析したデータは多岐におよび、民族誌的な情報の

大量な蓄積が果たされている。また、従前にあげた課題については、申請者は公開発表会

における審査委員会からの質問に対して的確に回答しており、研究をさらに掘り下げてい

くための基盤は築かれたと判断できる。  
これまで議論が深められてこなかった四川省客家のエスニシティが創造される現場に

居合わせた好機を捉え、客家の創出プロセスを分析した本論文は、海外との交流、政治経

済的な背景、線的なネットワークから面的な地域社会への移行、という中国の 21 世紀に

おけるエスニックグループの在りようを論じた文化人類学の研究成果として、博士の学位

を授与するに値すると審査委員全員一致で判断するものである。

 


	

